
At a Glance

Impressions
2023年の5月から災害対策委員の取り組みとして、トリアージについて勉強会を開催してきました。
トリアージタグの書き方や取り扱い方など基本的な内容からスタートしました。 しかし勉強会で学
べることには限りがあります。 今回、実働訓練を行ってみて、実際に患者さんが動くことで、どのよ
うな動線にすべきか、参加者全員で理解できたと思います。

START式トリアージにて緑と判定された患者さんのトリアージタグが黄色の部分で破れてしまった
り、実際にやってみないと気づけないことに気づくことができました。また、黄色赤エリアではPAT
式トリアージがスムーズに行えても、メモを取る人が医療用語を聞き取ることに時間がかかり、次の
患者さんへなかなか行けずネックになっていました。 また、本当の災害時には黄色赤エリアではPAT
式トリアージと処置が同時に行われるため、ある程度の予備知識や、より一層の訓練が必要だと感じ
ました。 

北島病院は救護病院であるため、災害対策拠点病院の後方支援を行いながら、地域の患者さんを診る
立場となります。 多くの人たちから頼られる存在となりますので「頼って良かった」と思ってもらえ
るように、これからも災害対策に取り組んでいきたいと思います。 
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